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＜病棟連絡事項＞
特記事項なし。

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・堀切川　秀子様　　西B27号室
・新山　ヤシヱ様　　南B102号室
・工藤　正男様　　　南B104号室
・中山　真由美様　　西B30号室
【部屋移動】
・畠山　智亜紀様　　東A15号室　→　東B1号室
・立花　圭様　　　　東B3号室　→　東A15号室
・立花　菊雄様　　　東合併症室　→　東C4号室
【入院】
・竹洞　房子様　　東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・中市　正治様～船場Dr.診察にて、嘔気に対してナウゼリン坐薬７日分継続処方となっている。Dr.より脱水に対して点滴の説明を行うが、本人希望せず。現状にて経過観察となる。現在の状態や予後について遠方の妹様へ状況報告し、延命治療は希望されないことを再度確認している。

・会津　慮子様～主治医面談について、6/8（火）16：30から特診にて調整。

[bookmark: _GoBack]・藤村　悦子様～八戸市役所高齢福祉課職員が来院され本人を交え面談実施。担当看護師から情報提供している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放すると他室侵入や他者の私物を弄る迷惑行為があり、早めに開放観察は終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。ドアをけり大声での叫びもあるが、対面時は穏やか。下半身を露出しニヤツキあり。「ここから出して」と開放を希望する言動あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00の開放観察実施。妄想様言動はなく、開放中も自室にて臥床傾向で過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・髙橋　信一様～身体拘束中。8:00拘束一時解除している。希死的な言動は無く、表情明るく他患と交流見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～体型を意識し、朝食・昼食は拒食している。余暇はホールにて他患と穏やかに交流している。不穏行動や不機嫌さは無い。

・河村　哲久様～病状により入院継続が望ましいが退院要求が強いため、家族の同意を得て15：19より医療保護入院へ変更となる。

・白井　三男様～落ち着き無くホール内の徘徊はあるが、介入にて落ち着く事は出来ている。

・小林　司様～気分の変調は無く、余暇はホールにてテレビを観て過ごしている。

・吉田　良子様～排泄は自立しているが、下着を汚したと訴え有り。行為や介入には拒否無く穏やか。服薬の拒否もない。

・DORSEY 美弥様～最終飲酒6/2との事、特に頭痛や一過性の吐き気はあったことがあったが、大きな離脱症状はなかったと話す。手指振戦なく身体不調自覚ない

・米田　敬子様～妄想的な発言をし、落ち着いかないと頓服薬を使用している。そわそわして食事どころではないと昼食は手をつけず、下げても良いと話す。余暇は自室内で過ごす。

・立花　菊雄様～帰宅要求はあるが切迫した様子は無く、説明に聞き入れ出来ている。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～保護室内で診察実施。
次回定期薬より炭酸リチウム400ｍｇ→８００ｍｇへ増量。

・藤井　崇史様～定期薬の内容変更無し。

・河原木　泰志様～定期薬の内容変更無し。

・吉田　良子様～10日朝で臨時薬処方切れとなる為、10日夕ｖｄS　＋　１１～15日朝夕ｖｄS　臨時で処方。
加えて6月4日臨時でフルニトラゼパム（１）１T・オランザピン（５）１T　ｖｄS7日分処方。
不穏時リスペリドン（１）１P10回分処方。

＜入院患者様情報＞　
日　　時：6月4日　12：33　
　氏　　名：竹洞　総子（たけほら　ふさこ）様
　生年月日：昭和49年4月14日（47歳）
　病　　名：統合失調感情障害、慢性胃炎
　性　　別：女性
　主治医　：深澤Dr
　入院形態：任意
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　当院3回目の入院。就労支援を利用しながら自宅で生活し当院への通院を継続していた。足のムズムズ感や苛々感を訴えて、度々当院へ架電して相談してくる様子が見受けられており、助言を受けて頓服薬を服薬していた。
　R3.6.4　深夜帯当院へ架電あり、希死的言動や幻聴に左右され現実感のない返答あり、日中当院より架電するが発語弱々しく聞き取れず、母が連絡するが聞き取れず、計画相談が自宅を訪問。計画相談と共に普通車で来院して診察。来院時、弱々しく発語している状態。休養を勧められ入院に同意あり、休養や心身の精査、薬物調整目的にて同日、東合併症室へ任意入院となる。
